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■磯子区全体からみた地区の特徴 

 地区や町の特徴を、以下のような項目について 

示しています。 

  
地区別人口、世帯数の動向 ｰ１ 

●地区別人口の動向（平成 10～28 年） 

●地区別世帯数の動向（平成 10～28 年） 

●町別人口増減（平成 23～28 年） 

●地区別平均世帯規模の動向（平成 10～28 年） 

  
年齢別人口（1） -２ 

●0～14 歳人口の動向（平成 10～28 年） 

●0～14 歳人口比率（平成 28 年） 

●15～64 歳人口の動向（平成 10～28 年） 

●15～64 歳人口比率（平成 28 年） 

  

年齢別人口（２） -３ 

●65 歳以上人口の動向（平成 10～28 年） 

●65 歳以上人口比率（平成 28 年） 

●75 歳以上人口の動向（平成 10～28 年） 

●75 歳以上人口比率（平成 28 年） 

 

子育て世代と乳幼児の動向と分布 -４ 

●子育て世代（25～39 歳）の動向（平成 10～28 年） 

●子育て世代（25～39 歳）の比率（平成 28 年） 

●乳幼児（0〜5 歳）の密度（平成 28 年） 

●乳幼児（0〜5 歳）の増加率（平成 23～28 年） 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

高齢者の動向と高齢者世帯の分布 ‐５ 

●高齢者（65 歳以上）の増加率（平成 23～28 年） 

●後期高齢者（75 歳以上）の増加率（平成 23～28 年） 

●高齢単身世帯比率（平成 27 年） 

●高齢の夫婦のみ世帯比率（平成 27 年） 

  
住宅の所有状況 ‐６ 

●持家居住世帯比率（平成 27 年） 

●公営住宅等公的借家居住世帯比率（平成 27 年） 

●民営借家居住世帯比率（平成 27 年） 

●給与住宅居住世帯比率（平成 27 年） 

  
住宅の建て方 ‐７ 

●戸建住宅居住世帯比率（平成 27 年） 

●低層（1、2 階）共同住宅居住世帯比率（平成 27 年） 

●中層（3〜5 階）共同住宅居住世帯比率（平成 27 年） 

●高層（6 階以上）共同住宅居住世帯比率（平成 27 年） 

 

働く場所の分布 - ８ 

●従業者（総数）の分布（平成 26 年） 

●人口 1000 人当り医療従業者数（平成 26 年） 

●人口 1000 人当り福祉保健、介護事業従業者数 

 （平成 26 年） 

 

  

  

  

  

 以下の地区別に地区の特徴をまとめて

います。 

１．根岸地区 -9 

２．滝頭地区 -15 

３．岡村地区 -21 

４．磯子地区 -27 

５．汐見台地区 -33 

６．屏風ヶ浦地区 -39 

７．杉田地区 -45 

８．上笹下地区 -51 

９．洋光台地区 -58 

  

  

  

  

■地域の特徴 

 各地区ごとに以下のデータ等を掲載しています。 

●人口・世帯数の概要 

●地区の人口、世帯数の動向 

●町別・人口の動向 

●町別・世帯数の動向 

●町別・世帯規模の動向 

●施設などの分布状況 

●年齢 5 歳階級別人口の変化 

●年齢 5 歳階級別人口の推移率 

●乳幼児・高齢者比率等の動向 

●6 歳未満の子どもがいる世帯の動向 

●6 歳未満の子どもがいる世帯の比率 

●高齢者 65 歳以上がいる世帯の動向 

●高齢者 65 歳以上がいる世帯の比率 

●住宅の所有関係別世帯の比率 

●住宅の建て方別世帯の比率 

●規模別世帯の構成 

●居住歴別人口の比率 

 

 
 




